
鳥取市水道局優良建設工事表彰要領 

 

（目的） 

第１条 この要領は、鳥取市水道局が発注した建設工事（建設業法（昭和２４年法律第１０

０号）第２条第１項に規定する建設工事をいう。以下同じ。）において、優良な工事（以

下｢優良建設工事｣という。）を表彰することにより、建設業者の施工意欲及び施工能力の

向上を図るため、必要な事項を定めるものとする。 

（対象工事） 

第２条 表彰の対象とする工事は、鳥取市水道局発注の建設工事のうち一般競争入札又は

指名競争入札に係るものであって、前年度に完成したものとする。 

（鳥取市水道局優良建設工事審査委員会） 

第３条 優良建設工事の認定を行うため、鳥取市水道局優良建設工事審査委員会（以下「委

員会」という。）を置く。 

２ 委員会の委員は、副局長、次長、課長及び所長（当該委員会の審査に付するべき建設工

事を所管する水道事務所の所長に限る。）をもって組織する。 

３ 委員会に委員長を置き、副局長をもって充てる。 

４ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指名する者

がその職務を代理する。 

５ 委員会は優良建設工事の認定を行うに当たり、委員長が招集する。 

６ 委員会は、委員の過半数の出席をもって成立するものとする。 

（優良建設工事の選定） 

第４条 検査員（鳥取市水道局工事検査規程（平成１３年鳥取市水道事業管理規程第４号）

第５条に規定する検査員をいう。）は、優良建設工事と認められる建設工事を選定し、建

設工事を所管する課（所）長（以下「主管課長等」という。）に報告する。 

２ 主管課長等は、前項で報告された建設工事について、現場の調査、設計書の確認及び推

薦理由等を付して、委員会に推薦するものとする。 

（委員会の審議） 

第５条 委員会は、優良建設工事の推薦があったときは、前条の推薦に基づき当該建設工事

の審査を行い、優良建設工事を認定するものとする。 

２ 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、賛否同数のときは委員長の決す

るところによる。 

（表彰） 

第６条 管理者は、前条の規定により認定された優良建設工事を施工した建設業者に対し、

表彰状を授与するものとする。 

２ 表彰は年１回行うものとする。 

（表彰の取り消し） 

第７条 表彰が決定した工事の施工者が、当該年度の優良建設工事表彰式までに建設業法

違反等による行政処分又は指名停止を受けた場合は、表彰決定を取り消す。 

 



（庶務） 

第８条 表彰に関する庶務は、資産管理課において処理するものとする。 

（委任） 

第９条 この要領に定めるもののほか、優良建設工事の選定、認定及び表彰に関し必要な事

項は、別に定める。 

 

附 則 

この要領は、平成２５年７月１日から施行し、平成２５年度以後に完成した建設工事につ

いて適用する。 

附 則 

この要領は、平成２８年５月１２日から施行し、同年４月１日から適用する。 

附 則 

この要領は、平成２９年４月５日から施行し、同年４月１日から適用する。 

附 則 

この要領は、令和元年５月１３日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。 

  附 則 

この要領は、令和２年５月１８日から施行し、同年４月１日から適用する。 


